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ヤマセ雲の衛星リモートセンシング
のための検証観測研究
浅野正二
第4国CEAeS識織リモートセンシングシンポジウム｛千灘大学.2001.12.04)
平成13年度共闘観究課題：
ヤマセ壊の鯖星リモートセンシングのための験証観測研究
ヤマセ雲の2001.6集中観測と数値シミュレーション
浅野正二， 長津亮ニ， 岡本創
（東北大学大気海洋変動観測研詫センター）
高村民雄
（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）
ヤマセ共開観測
＠ 平成13年度高風丸によるヤマセ集中観測j
＠ 自 的：三陸沖のヤマセ特有の大気構造や気回変鍵過緯の調査
＠ 参加機関：仙台管罷気象台
函館海洋気象台a高風丸
東北大学大気海洋変動観測研究センター
＠日 時： 2001.06.12（菌館出航）～ 06.21（大船渡入港）
＠ 観測場所：三陸沖海上
＠ 観測結果：天気条件に恵まれずヤマセ雲の観測は空振り
＠ マイクロ波放射針：降雨時を除いて、動作・測定は良好
＠ 将来計画： 2～3年検匝観測を継続
東北大学観測項自
。浪IJ 器
マイクロ波放射計（千葉大CEReS): 可降水蒸気量3 積算嚢水量
放射温度計： 嚢底温度
婁放射計（3CH): 雲の光学的厚さと雲粒有効半径の推定
全天臼射計： 全波長域および近赤外域全天日射量
赤外放射針： 下向き赤外放射最
1，ーティクル・カウンター： エ一口ゾル濃度
。衛星リモートセンシングセン（NOAA/AVHRR)
嚢の光学的厚さ「
卜→積算饗水量
嚢粒有効半径一」
。ヤマセ婁の数値シミュレーション
嚢分布，饗頂・嚢底高度，饗水量，放射特性
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噂覇底分の車騒麺伊とこ
榔 ↓ 柑高海面
気象研究所／数値予報課ー非静力学モデル総説
基礎方程式系
鉛直座標系
鉛直格子構造
水平格子構造
音波の扱い
乱流の扱い
雲物理過程
大気放射
側面境界条件
初期化
地表面過程
地面温度
完全圧縮方程式系
地形に沿った座標系
Lorenzグリッド
Arakawa-C夕、リッド
水平・鉛直ともに陰解法（HI・VI法）
レベル2.5の乱流クロージャモデル
水蒸気・雲水・雲氷・雨・
雪・あられの混合比を予報
相対湿度で雲盤を診断、又は雲水盤の光学的
厚みで評価
1ウェイ放射ネスティング
RSMの予報値を内挿
MonirトObukhovの相似則海面 Kondo(197 6) 
陸面 Sommeria(I976) 
地中！こ4層とって予報 海面水温一定
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